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          ＰＯＬＯのハイバリアフィルム  

*最近大きな進捗： 2~4x10-4 g/m2.dの試作品 

  －ＦＥＰのパルススパッタのよるハイバリア膜（ＺｎＳｎＯｘ） 

  －ＩＶＶのウエットロールコーターによるＯｒｍｏｃｅｒ膜 

     （ＯｒｍｏｃｅｒはＩＳＣの有機無機複合ゾルゲル膜） 

     のＰＥＴ上多層膜（3～4層） 

*欧州のハイバリア標準品へ 

*ＳＦＴからロールで販売中 

       （400㎜幅、10~500ｍ長） 

*ＰＯＬＯのサービス： 技術ライセンス 

   

* ＰＯＬＯ： ７つのフラウンホーファー研究所のアライヤンス 
                ハイバリアフィルム製品及び製造技術の開発 



ＦＥＰのキーコンポーネント技術 

Ｉ，現行パイロット生産技術 

 １．高速デユアルマグネトロンスパッタ ＤＭＳ 

     ＊現ＰＯＬＯサンプルに使用 

 ２．高速、低温、低ダメージ、高精度スパッタ用ＲＭカソード 

     ＊現ＩＰＭＳのＲ２Ｒコーターに搭載（薄膜仮封止に実績） 

     ＊特徴： 隠れアノード、磁石移動機構、強磁場仕様有り   

 ３．分光式反応性スパッタ制御装置 Ｓ－ＰＣＵ 

     ＊現ＰＯＬＯサンプル試作に使用。ハイバリア膜質制御に不可欠 

 ４．Ｍａｇ．ＰＥ－ＣＶＤ with i-pulse 

     ＊Ａｌｌ ｉｎ ｖａｃｕｕｍ． 薄膜封止にも。 

     ＊特徴： 高速、低応力、有機無機複合膜 (=Ｏｒｍｏｃｅｒ代替） 

 

ＩＩ，次世代超高速成膜（スパッタの１０～１００倍）技術 

 １．コールドカソード型大電力EBガン 

     ＊超小型、差動排気不用、低価格、反応性蒸着に最適 

 ２．ホローカソード型リニアプラズマガン（～2.5ｍ幅） 

     ＊高密度プラズマ付加で膜を緻密化  



      ISCとIVVのウエットコート技術 

１．ＩＳＣのＯｒｍｏｃｅｒ® 

  ＊ゾルゲル法によるハイブリッド 

   ポリマー（有機無機複合膜） 

  ＞＞ 欠陥封止 

      平滑化  

      スパッタ無機膜との強い密着力 

 

２．ＩＶＶのウエットコート設備 

  ＊４００ｍｍ幅対応Ｒ２Ｒシステム 

  ＊熱またはＵＶキュア 

  ＊ダストフリー 



IWS/Sempaの高感度水蒸気透過率測定器 

                   HiBarSens 

１、開発、製造、販売 

 ＊レーザー応用の加工、分析を得意とするフラウンホーファーＩＷＳとガスのハ 

      ンドリングを得意とする半導体向けＣＶＤ装置用ガス供給装置メーカー 

      Ｓｅｍｐａ社が共同開発 

 ＊2012年4月からＳｅｍｐａ社が製造販売。ＳＦＴが国内販売開始。 

２、原理 

 ＊水検出： 近赤外のレーザー分光法（～150ｐｐｂ） 

３、特徴 

 ＊大気圧での測定 

 ＊高感度 ～１０－５ｇ／ｍ２．ｄ（動的測定－現状） 

        ～１０－６ｇ／ｍ２．ｄ（静的測定－可能） 

 ＊装置がコンパクト、操作も簡単、長期安定 



１．開発現状 

 ＊有機ＥＬ照明、有機太陽電池の開発推進中。ガラスは４０㎝角で 

   実用化済み。 

 ＊現在、Ｒ２Ｒ真空成膜装置で、フレキシブル有機ＥＬ照明開発中。 

 ＊金属フォイルを使ったトップエミッションタイプを試作済み。 

 ＊ＰＥＴフォイル上でも試作済み。 

 ＊フレキソ印刷による絶縁膜パターンニング装置稼働中 

 ＊封止用ラミネーション装置稼働中 

 ＊オンラン欠点検出機稼働中 
 

２、ＩＰＭＳのサービス 

 ＊製造プロセスのライセンス 

 ＊トレーニング 

 ＊装置技術販売 

 ＊顧客の有機材料、基材、ハイバリアフィルム、ＴＣＯ基板などを評価   

   

  IPMSのR2Rによるフレキシブル有機ＥＬ照明 

      （ハイバリア技術の応用）  


